




















学住授与の日付 昭和 45 年 12 月 16 日








ロパン(参考)，エチレンオキシド( 1 )，エチレンイミン( n)，エチレンスルフイド(凹).エチレンエ




























に、 o , NH , S , SO , S02 , 15NHをふくむ三員環計11種の化合物を研究対象とし、純液体および溶
液状態で測定した。測定に際してはスペクトルの完全解析を行うための二重共鳴法のスピンティック
リング法、部分デカップリング法を併用して J値の相対符号をきめて後エネルギー準位図を作成、帰




環でしられた特長がヘテロ原子が入っても基本的に維持され、異常高磁場シフト、 Jcis>Jtrans ， J~~H 




され、 Jgem， Jvicにその効果が顕著に現われ、その異常性についての若干の考察を行っている。又 S
→O基の部分三重結合性はアセチレン型の磁気異方性という形で出現していることがみいだされた。
さらに、遠隔スピン結合定数、 13C-Hスピン結合定数についてのくわしい比較を行っているが、特
に 15N_Hスピン結合定数についてはアジルジン環を入れた化合物を利用して解析し、この値がN原子
の孤立電子対方向と密接に関連していることが本論文で始めて実験的に立証された。
その他化学シフトに対するベンゼン溶媒効果、水素結合シフト、メチル基置換基効果についても議
論している。
以上要するに、ここで得られた、ヘテロ原子または置換基の性質とその影響は、三員環骨格の化合
にとどまらず、広く一般の有機化合物のNMRスベクトルの解釈に有効なデータを提供し、この方面の
くわしい定量的研究に貢献するところが大きい。既発表の参考論文18篇その他の発表論文と併せ考え
71 
理学博士の学位論文として価値あるものと判定した。
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